
７
月
24
日
（
日
）
天
満
の
国
労
大

阪
会
館
で
開
か
れ
た
丸
一
年
ぶ
り
の

府
連
大
会
。

こ
の
一
年
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
私
た
ち
の
活
動
も

行
事
や
会
議
の
中
止
・
延

期
・
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
中
、
内
外
情
勢
の
激

変
が
続
き
、
国
交
正
常
化

50
周
年
を
迎
え
た
日
中
関

係
に
つ
い
て
も
、
尖
閣
・

香
港
・
台
湾
・
ウ
ィ
グ
ル

人
権
問
題
な
ど
が
重
く
の

し
か
か
り
、
日
中
友
好
運

動
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し

い
物
で
し
た
。

と
く
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
を
口
実
に
我

が
国
の
軍
拡
・
改
憲
を
煽
る
勢
力
が

声
を
強
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
中
友

好
協
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
な

の
か
、
実
際
に
我
が
府
連
は
ど
ん
な

活
動
を
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
を
明

ら
か
に
し
て
今
後
の
展
望
を
ひ
ら
く

と
い
う
大
き
な
課
題
を
に
な
っ
た
大

会
で
し
た
。

私
は
正
直
な
と
こ
ろ

こ
の
１
～
２
年
体
調
が

優
れ
ず
、
家
に
こ
も
り

が
ち
で
、
重
責
を
担
う

べ
き
役
員
で
あ
り
な
が

ら
、
協
会
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
で
き
な
い

も
ど
か
し
さ
を
抱
え
続

け
て
き
ま
し
た
。
日
常

活
動
か
ら
離
れ
る
と
、

府
連
や
支
部
の
さ
ま
ざ

ま
な
地
道
な
活
動
が
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の

府
連
大
会
に
提
出
さ
れ
た
膨
大
な

「
活
動
日
誌
」
や
「
21
年
度
活
動
の

ま
と
め
と
22
年
度
活
動
の
進
め
方
」

な
ど
に
じ
っ
く
り
目
を
通
し
、
大
会

で
の
９
名
の
会
員
発
言
を
聞
い
て
、

実
に
多
彩
で
充
実
し
た
諸
活
動
が
、

府
連
内
で
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
今

年
度
の
活
動
の
方
向
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
と
改
め
て
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
気
を
持
ち
直
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
写
真
は
支
部
結
成
で
表
彰
さ
れ
た

富
田
林
支
部
長
・
岡
田
英
樹
さ
ん
と

府
連
会
長
渡
辺
武
さ
ん
）
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第
68
回
日
中
大
阪
府
連
大
会
を
終
え
て

大
阪
府
連
会
長

渡
辺

武

大
阪
府
連
第
68
回
大
会
は
、
７
月

24
日
31
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、

９
名
か
ら
発
言
が
あ
り
、
新
役
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

富
田
林
支
部
（
岡
田
英
樹
）

第
一
は
帰
国
者
支
援
で
す
。
市
内

に
あ
る
中
国
残
留
帰
国
者
が
作
っ
た

高
齢
者
施
設
を
訪
ね
、
日
中
友
好
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
を
話
し
、
今
後

一
緒
に
話
を
で
き
る
機
会
を
設
け
る

予
定
で
す
。
第
二
は
市
の
国
際
交
流

課
に
挨
拶
に
行
き
活
動
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
第
三
は
わ
い
わ
い
テ
ニ
ス

で
す
。
外
国
人
も
若
い
方
も
い
ま
す
。

そ
の
中
で
支
部
活
動
の
質
の
発
展
を

と
、
今
後
と
も
活
発
に
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

堺
支
部
（
浅
田
勝
美
）

友
好
協
会
と
し
て
行
政
と
の
か
か

わ
り
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
国
際
課
と
懇
談
を
行
い
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

城
北
支
部
（
森
脇
篤
子
）

仲
間
ふ
や
し
も
な
か
な
か
で
、
早

く
70
名
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。
帰
国

者
支
援
署
名
で
は
６
０
０
の
目
標
で

９
１
１
集
め
ま
し
た
。
中
国
映
画
鑑

賞
会
を
10
名
前
後
の
集
ま
り
で
す
が

こ
れ
ま
で
４
回
実
施
し
ま
し
た
。

中
国
百
科
検
定
に
向
け
て
の
学
習

会
や
対
策
講
座
の
他
、
台
湾
問
題
の

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

西
支
部
（
山
本
範
枝
）

支
部
で
は
現
在
ま
で
「
中
国
百
科

検
定
」
に
は
初
級
４
名
、
３
級
13
名
、

２
級
10
名
、
１
級
５
名
、
特
級
１
名

が
合
格
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
知

は
力
な
り
、
継
続
は
力
な
り
で
中
国

へ
の
絆
を
一
層
深
め
て
い
ま
す
。

中
河
内
支
部
（
栗
山
俊
子
）

東
大
阪
支
部
か
ら
中
河
内
支
部
へ

と
変
更
し
ま
し
た
。
組
織
拡
大
で
は

う
れ
し
い
報
告
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

年
金
者
組
合
と
合
同
で
、
河
内
の
歴

史
文
化
講
座
や
中
国
語
講
座
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

女
性
部
（
浅
田
美
奈
子
）

コ
ロ
ナ
禍
で
幾
つ
か
の
活
動
が
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
の
視
聴
学
習
と
「
共
同
富
裕
」

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
22
年
度

の
予
定
と
し
て
王
希
奇
「
一
九
四
六
」

展
の
鑑
賞
会
と
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

延
期
と
な
っ
た
『
活
き
る
』
上
映
会

で
す
。

さ
ら
に
「
カ
ジ
ノ
住
民
投
票
に
つ

い
て
」
（
西
澤
信
善
）
「
帰
国
者
支

援
署
名
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
」

（
石
井
勉
）
「
王
希
奇
「
一
九
四
六
」

展
に
つ
い
て
」
（
坂
手
日
登
美
）
な

ど
９
名
の
方
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

新
支
部
結
成
表
彰
と
し
て
富
田
林

支
部
に
「
協
会
の
ぼ
り
」
が
送
ら
れ
、

物
故
者
の
顕
彰
は
、
３
名
の
方
に

「
記
念
品
」
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
大
会

新
支
部
結
成
で
豊
か
な
活
動

葫蘆島からの邦人引き揚げを

描いた「一九四六」神戸展

8/31(水)～9/4(日)

10：00～18：00

原田の森ギャラリー
神戸市王子公園隣り

入場料大人1000円

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
館
、

日
本
共
産
党
参
院
議
員
山
下
よ
し
き
、

日
本
共
産
党
衆
院
議
員
宮
本
た
け
し
、

明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
、

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
、
日
本
コ
リ

ア
協
会
・
大
阪
、
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア

協
会
大
阪
府
支
部
連
合
会
、
原
水
爆

禁
止
大
阪
府
協
議
会
、
大
阪
平
和
委

員
会
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
、
大
阪

府
歯
科
保
険
医
協
会
、
大
阪
民
主
医

療
機
関
連
合
会
、
関
西
合
同
法
律
事

務
所
、
全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る

会
連
合
会
、
大
阪
自
治
体
問
題
研
究

所
、
全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
、
日

本
中
国
友
好
協
会
会
長
・
井
上
久
士
、

兵
庫
県
連
合
会
、
福
岡
県
連
合
会
、

非
核
の
政
府
を
求
め
る
大
阪
の
会
、

進
歩
と
革
新
を
め
ざ
す
大
阪
の
会
、

全
日
本
年
金
者
組
合
大
阪
府
本
部
、

関
西
勤
労
者
教
育
協
会
、
道
修
商
事

株
式
会
社
（
敬
称
略
順
不
同
）

第
68
回
大
阪
府
連
大
会
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
23
団
体
と

政
党
か
ら
頂
き
ま
し
た

会
長
・
渡
辺
武
。
副
会
長
・
山
本

恒
人
。
理
事
長
・
松
尾
豊
。
事
務
局

長
・
近
藤
好
幸
。
事
務
局
次
長
・
澤

野
井
公
夫
。
常
任
理
事
・
浅
田
美
奈

子
、
石
井
勉
、
片
山
英
徳
、
恒
岡
正

勝
、
西
脇
義
彦
、
浜
正
幸
、
松
原
弥

寿
夫
、
岡
田
英
樹
。
理
事
・
浅
田
勝

美
、
上
村
康
夫
、
尾
中
妙
子
、
小
部

修
、
栗
山
俊
子
、
早
乙
女
実
、
坂
手

日
登
美
、
佐
藤
倫
理
、
土
井
一
正
、

西
澤
信
善
、
登
り
山
和
希
、
藤
崎
光

子
、
藤
田
大
輔
、
平
松
悦
雄
、
前
田

尋
、
森
西
武
志
、
森
脇
篤
子
、
平
澤

京
子
、
長
山
瑛
子
、
高
田
佳
誉
子
、

山
本
範
枝
。
会
計
監
査
・
伊
藤
滋
高
、

西
本
博
文
。
顧
問
・
石
川
元
也
、
小

林
徳
子
、
藤
後
博
巳
。
参
与
・
西
村

成
雄
。
（
敬
称
略
）

新

役

員

紹

介
（
敬
称
略
）

日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪
府
連
合

会
は
、
第
68

回
大
会
を
７
月
24

日

（
日
）
国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
、

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
31
名
の
会
員
が
つ
ど

い
、
各
支
部
の
「
活
動
の
５
原
則
」

に
基
づ
く
活
動
、
創
意
あ
る
活
動
で

昨
年
よ
り
増
勢
で
大
会
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

府
連
で
は
３
年
ぶ
り
と
な
る
富
田

林
支
部
の
誕
生
・
結
成
の
報
告
は
参

加
者
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

当
面
の
活
動
と
し
て
、
９
月
１
日

か
ら
募
集
が
始
ま
る
、
12

月
３
日

（
土
）
の
第
12
回｢

中
国
百
科
検
定｣

の
成
功
に
向
け
て
、
準
備
に
踏
み
出

し
、
幅
広
い
中
国
へ
の
関
心
に
こ
た

え
る
た
め
の
教
養
講
座
な
ど
の
計
画

を
具
体
化
し
ま
し
ょ
う
。

府
民
の
中
国
へ
の
関
心
に
応
え
る

多
彩
な
活
動
、
新
支
部
づ
く
り
を
進

め
、
と
り
わ
け
大
阪
で
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
よ
り
も
大
阪
市
つ
ぶ
し
と
カ
ジ

ノ
建
設
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
お
お

さ
か
維
新
政
治
と
の
闘
い
を
強
め
る

決
意
を
あ
ら
た
に
し
、
府
民
に
活
動

が
み
え
る
活
動
め
ざ
し
奮
闘
す
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
す
。
（
抜
粋
）

２
０
２
２
年
７
月
24
日

日
本
中
国
友
好
協
会

大
阪
府
連
合
会
第
68
回
大
会

大

会

宣

言

府
連
事
務
所

の
夏
休
み

日
中
大
阪
府
連
事

務
所
の
夏
休
み
は
８

月
12
日
か
ら
17
日
ま

で
、
中
国
語
講
座
は

８
月
９
日
か
ら
25
日

ま
で
休
み
ま
す
。



「
一
つ
の
中
国
」
論
を

掲
げ
な
が
ら
中
国
を

翻
弄
す
る
米
政
権

ニ
ク
ソ
ン
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が

演
出
し
、
東
西
冷
戦
後
の
ア
メ
リ
カ

の
歴
代
政
権
の
対
中
国
基
本
政
策
思

想
と
な
っ
た
対
中
関
与
政
策
は
、
ト

ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
デ
・
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
（
関
与
か
ら
分
離
へ
）
に
向
い
ま

し
た
。

ト
ラ
ン
プ
を
退
け
た
バ
イ
デ
ン
政

権
は
、
政
治
・
経
済
・
軍
事
に
わ
た

る
全
面
的
な
戦
略
的
競
争
、
「
民
主

主
義
対
専
制
主
義
」
の
価
値
観
対
決

を
柱
と
す
る
対
中
分
離
・
封
じ
込
め

政
策
と
し
て
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
単

独
で
は
な
く
同
盟
国
と
一
体
化
し
た

世
界
戦
略
と
し
て
、
全
方
位
で
展
開

中
。
改
革
開
放
の
４
０
年
、
国
際
的

環
境
の
安
定
と
い
う
基
礎
条
件
に
恵

ま
れ
て
経
済
発
展
に
注
力
で
き
た
中

国
に
と
っ
て
、
全
面
対
立
の
様
相
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
国
際
的
環
境
は
一

大
変
事
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

バ
イ
デ
ン
と
し
て
は
「
イ
ン
ド
太

平
洋
構
想
」
に
則
っ
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
全
域
で
中
国
を
締
め
上
げ
る
と
と

も
に
、
中
国
の
と
り
わ
け
習
近
平
政

権
の
歴
史
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
台

湾
問
題
で
優
位
に
立
つ
こ
と
が
、
彼

の
戦
略
展
開
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
米
中
国
交
回
復
後
、
長
期

に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
自
ら
が
従
っ

て
き
た
「
一
つ
の
中
国
」
論
と
い
う

原
則
的
立
場
は
簡
単
に
毀
損
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ペ
ロ
シ
は
対
中

強
硬
派
と
し
て
そ
の
原
則
を
気
に
せ

ず
に
米
中
関
係
に
楔
を
打
ち
込
め
る

手
立
て
を
携
え
て
登
場
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
台
湾
と
の
断
交
後
の
米
国

の
台
湾
政
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
台
湾

関
係
法
」
で
す
。
「
米
国
が
台
湾
の

防
衛
支
援
を
約
束
し
た
」
同
法
は

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米

国
の
外
交
政
策
の
最
も
重
要
な
柱
の

一
つ
」
で
あ
る
と
、
同
じ
民
主
党
で

あ
る
バ
イ
デ
ン
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
で

す
。
「
一
つ
の
中
国
」
論
を
掲
げ
つ

つ
台
湾
防
衛
に
主
力
を
注
げ
、
と
。

ペ
ロ
シ
議
長
の
訪
台
は

軍
事
衝
突
へ
の
誘
導

習
近
平
主
席
は
直
前
、
バ
イ
デ
ン

大
統
領
と
の
電
話
首
脳
会
談
で
、

『
火
遊
び
を
す
れ
ば
必
ず
焼
け
死
ぬ
』

と
、
ペ
ロ
シ
氏
の
訪
台
を
直
接
牽
制

し
ま
し
た
が
、
面
子
を
つ
ぶ
さ
れ
た

わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
面
子
と
い
う

よ
り
、
米
中
関
係
の
政
治
的
ベ
ー
ス
、

す
な
わ
ち
〈
中
国
は
た
だ
ひ
と
つ
〉

〈
台
湾
は
中
国
の
一
部
〉
〈
中
華
人

民
共
和
国
が
中
国
を
代
表
す
る
唯
一

の
合
法
政
府
〉
か
ら
な
る
「
一
つ
の

中
国
」
論
の
存
否
に
関
わ
る
と
考
え

る
の
は
当
然
で
す
。

宣
言
通
り
、
従
来
の
規
模
を
大
き

く
凌
い
で
台
湾
を
す
っ
ぽ
り
囲
い
込

ん
で
し
ま
う
よ
う
な
大
軍
事
演
習
の

実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
た
だ
、

ペ
ロ
シ
議
長
が
台
北
を
離
れ
た
４
日

か
ら
の
開
始
で
、
あ
る
種
の
抑
制
は

効
か
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
台
湾

の
政
権
は
長
期
に
わ
た
っ
て
極
め
て

重
大
な
軍
事
的
圧
力
、
一
触
即
発
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
お
ま
け
に

ペ
ロ
シ
は
同
盟
国
全
首
脳
の
訪
台
を

呼
び
か
け
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
衝

突
の
仕
掛
け
人
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

（
府
連
副
会
長

山
本
恒
人
）
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東
ア
ジ
ア
の
２
つ
の
う
ず
巻
き

そ
の
１
・
衝
突
へ
の
う
ず
巻
き

９
月
２
日
（
金
）
女
性
部
で

「
王
希
奇
展
・
一
九
四
六
」
神
戸

展
鑑
賞
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

７
月
28
日
（
木
）
松
尾
豊
理
事

長
を
講
師
に
、
府
連
教
室
で
事
前

学
習
会
を
開
催
、
５
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

「
引
き
揚
げ
」
と
は
国
外
か
ら

日
本
本
土
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を

言
う
そ
う
で
す
。
日
本
の
敗
戦
後

旧
満
州
か
ら
多
く
の
日
本
人
が
引

き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

の
乗
船
港
葫
蘆
島
か
ら
は
１
０
５

万
人
が
引
き
揚
げ
て
き
ま
し
た
。

過
酷
な
状
況
の
中
、
中
国
東
北

部
か
ら
乗
船
港
に
指
定
さ
れ
た
葫

蘆
島
に
集
ま
り
ま
し
た
。
王
さ
ん

は
葫
蘆
島
近
く
の
錦
州
市
生
ま
れ

で
引
き
上
げ
の
歴
史
を
聞
い
て
育

ち
ま
し
た
。
平
和
へ
の
思
い
か
ら

引
き
揚
げ
の
当
時
の
姿
を
想
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
縦
３
ｍ
横
20
ｍ
の

「
一
九
四
六
」
を
描
き
ま
し
た
。

現
在

ソ
連
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

の
現
状
下
、
戦
争
が
ど
ん
な
に
無

意
味
な
も
の
で
あ
る
か
、
日
本
人

の
私
た
ち
は
良
く
解
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
作
の
壁
画
を
少
し

で
も
多
く
の
人
に
観
賞
し
て
ほ
し

い
で
す
。

（
山
本

範
枝
）

女
性
部
「
王
希
奇
展
」
事
前
ミ
ニ
学
習
会

こ
の
夏
堺
支
部
は
、
７
月
23
日
24

日
「
堺
原
爆
展
ー
核
な
き
世
界
へ
」

７
月
27
日
～
31
日
「
ー
平
和
の
壁
に

花
一
輪
を
ー
関
西
平
和
美
術
展
」
７

月
30
日
～
31
日
「
堺
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
２
０
２
２
」
に
参
加
し
不
再

戦
活
動
に
取
り
組
み
ま
ま
し
た
。

「
堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
２
０

２
２
」
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
に

３
年
ぶ
り
の
開
催
に
な
り
ま

し
た
。
堺
支
部
は
実
行
委
員

会
に
参
加
し
「
日
本
軍
毒
ガ

ス
遺
棄
問
題
・
万
人
坑
」
の

展
示
を
行
な
い
ま
し
た
。

万
人
坑
の
展
示
写
真
を
大

き
く
し
て
説
明
書
も
大
人
用

と
子
ど
も
用
を
作
成
、
書
籍

も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

ス

テ
ー
ジ
は
「
四
國
五
郎
が
伝

え
る
戦
争
の
記
憶
」
「
暁
光

高
校
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
平
和

活
動
レ
ポ
ー
ト
」
「
空
襲
犠
牲
者
が

訴
え
る
い
の
ち
を
か
け
た
平
和
運
動
」

に
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
続

く
い
ま
、
平
和
と
戦
争
に
つ
い
て
語

り
、
歴
史
の
真
実
を
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

（
堺
支
部
事
務
局
）

平
和
と
戦
争
に
つ
い
て
語
ろ
う

堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
２
０
２
２

７
月
21
日
「
日
中
堺
支
部
第
７
回

市
民
公
開
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

野
口
さ
ん
は
１
９
３
７
年
９
月
25
日

に
福
岡
県
大
牟
田
市
内
で
発
生
し
た

「
大
牟
田
赤
痢
爆
発
事
件
」
の

真
相
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

７
１
２
人
死
亡
「
大
牟
田
赤
痢

爆
発
事
件
」
赤
痢
原
因
説
は
、

日
本
軍
や
国
に
よ
る
戦
時
の
毒

ガ
ス
製
造
事
故｟

三
井
三
池
染

料
工
業
所
（
現
三
井
化
学
）｠

を
隠
蔽
し
た
可
能
性
を
指
摘
し

ま
し
た
。
堺
支
部
、
大
阪
西
支

部
、
府
連
、
桃
山
学
院
大
学
大

学
院
中
国
留
学
生
、
中
国
語
通

訳
者
中
国
残
留
３
世
な
ど
26
名

が
参
加
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

毒
ガ
ス
事
件
に
つ
い
て
も
っ
と

知
り
た
い
と
い
う
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

７
月
24
日
「
日
中
府
連
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
浅
田
支

部
長
は
、
堺
市
国
際
課
懇
談
会
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
中
国
交
正
常
化

50
周
年
ー
わ
た
し
と
中
国
ー
」
募
集

掲
載
、
「
堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」

「
市
民
公
開
講
座
」
「
一
九
四
六
王

希
奇
絵
画
展
」
９
月
１
日
現
地
鑑
賞

会
開
催
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。府

連
大
会
終
わ
り
に
、

菊
池
さ
ん
か
ら
母
（
村

田
は
な
子
さ
ん
）
の
遺

品
か
ら
戦
争
展
の
写
真

が
で
て
き
た
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
村
田
は
な
子

さ
ん
は
日
中
大
阪
府
連

の
役
員
を
さ
れ
て
い
て
、

ご
主
人
の
日
本
軍
鉄
兜
・

飯
盒
な
ど
を
戦
争
展
に

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
「
堺
平
和
の
た

め
の
戦
争
展
２
０
２
２
」

で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
写
真
）
村

田
は
な
子
さ
ん
の
遺
志

を
受
け
継
ぐ
日
中
不
再

戦
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

（
堺
支
部

上
村

康
夫
）

村
田
は
な
子
さ
ん
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ

市
民
公
開
講
座

大
牟
田
赤
痢
爆
発
事
件

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
開
催
が
で

き
な
か
っ
た
全
国
指
導
員
講
習
会
が
、

２
年
越
し
の
７
月
16
日
～
18
日
、
愛

知
県
蒲
郡
市
の
三
河
湾
に
面
し
た
ホ

テ
ル
竹
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
は
群
馬
か
ら
南
は
長
崎
ま
で
14

都
府
県
か
ら
61
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
講
習
会
は
高
橋
全
国
指
導
員
、

恒
岡
全
国
指
導
員
、
青
木
全
国
指
導

員
の
３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
簡
化

24
式
太
極
拳
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

動
作
の
確
認
や
受
講
生
へ
の
伝
え
方

な
ど
、
日
頃
の
疑
問
や
悩
み
が
出
さ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し

た
。全

国
の
人
と
交
流
が
で
き
、
有
意

義
な
３
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
府
連
主
催
の
陳
式
太
極
拳

講
座
は
８
月
21
日
か
ら
の
第
３
期
は
、

基
本
功
の
練
習
と
第
２
段
を
順
次
じ
っ

く
り
練
習
し
ま
す
。

木
曜
日
の
西
支
部
太
極
拳
講
習
会

は
、
９
月
１
日
か
ら
第
１
１
３
期
講

習
会
が
始
ま
り
ま
す
。

太
極
拳
全
国
指
導
員
講
習
会
に
61
名
参
加


